
 

 

  
                     令和４年 12 月例会（忘年会）のご案内 

日時：令和 4年 12 月 1 日（木）   12：00～15：00 

集合：11：30 JR 須磨海浜公園駅改札口 

今月は移動例会で下記の通り忘年会を実施します。 

欠席の場合は 11月28日迄に河野副会長宛にご連絡下さるようお願い致しま

す。   

TEL/FAX： 078-592-6449    080-6202-4290  
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  令和 4年１１月 23 日 
  神戸北プロバスクラブ 
     会長 山田 博補 
     Tel: 078-733-6194 

 
会  場 ： 須磨和風荘 

日  時 ： 令和 4 年 12 月 01 日（木）   12：00～15：00 

所 在 地 ： 神戸市須磨区村雨町 4-1-17  

    大 笑 い  1. 大笑い 3 回、今回もコロナ禍の為中止 

2. 今月の歌： 上記と同じ中止   

3. 山田会長挨拶 

4. 今月お誕生の会員： いらっしゃいません 

5. 乾杯 森田守彦 監査  

6. 忘年会をお楽しみください. 昼食＆静かに談笑 

7. 閉会前に「蛍の光」今年度の終わりをしみじみと鑑賞する スコッ

トランド民謡 

8. 閉会の辞： 河野副会長 

 報告・連絡事項   

1.  11 月１７日（木） 卓話：山田博補会員のベトナム帰国報告。 

                  関空からの飛行は約 5 時間、ベトナムは真面目

な国民性、道幅いっぱいのバイクなどの交通状態、生活水準、

食文化などベトナムの状況を垣間見ることが出来世界の一端

を勉強致しました。     

出席者 ： 7 名、  欠席 ： 3 名 

2. 11 月 24 日 ：全日本プロバス総会：出席者：中戸文代様、弾昌子 

2. R5 年1 月 05 日 （木）例会：全会員 3 分間のスピーチ（テーマは自由） 

3. R5 年2 月 02 日 （木）例会 ： 卓話：森田守彦会員  テーマは後報 

           4. R5 年3 月 02 日 （木）例会 ： 未定 

 

 

 

 

 

 

   

【
ひ
と
こ
と
】 

 
 

河
野 

隆 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
が

10

万
人
前
後

の 日
が
続
き
、
流
行
「
第
８
波
」
入
り
と
見
ら
れ
ま
す
ね
、
年
内

に
も
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
の
意
見
も
出
て
い
ま
す
ね
。 

 

私
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
五
回
目
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

も
打
ち
ま
し
た
が
・
・
・
ま
た
何
か
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
そ
う

で
す
ね
。 

話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
世
界
人
口

８０

億
に
な
っ
た
と
の
事

10

年
間
で

10

億
人
増
え
た
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
十
八
六

年
に
は

104

億
人
に
な
る
見
込
み
と
、
ア
フ
リ
カ
の
人
口
が
大

幅
に
増
え
る
見
込
み
、
日
本
は
？ 

今
世
界
人
口
が
五
人
に
一

人
が
中
国
だ
が
、
ア
フ
リ
カ
勢
が
五
人
に
一
人
の
人
口
割
合
に

な
る
見
込
み
で
す
ね
。 

食
糧
事
情
で
紛
争
が
起
き
る
で
し
ょ

う
ね
。 

 

さ
て
日
本
岸
内
閣
一
ヶ
月
で
三
人
の
大
臣
辞
任
政
権
運
営

は
大
丈
夫
で
す
か
？ 

ダ
メ
で
す
ね
。 

 

大
相
撲
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
上
位
陣
が
ふ
が
い
な
い
で

す
ね
、
館
内
満
員
に
は
ほ
ど
遠
い
で
す
。 

 

さ
て
鈴
蘭
台
に
も
（
小
部
村
）
に
も
江
戸
時
代
関
取
が
い
た

よ
う
で
す
。
（
一
六
八
四
年
～
八
八
年
）
頃
の
力
士
で
東
小
部

村
向
井
氏
の
出
で
幼
少
の
頃
よ
り
相
撲
を
好
み
後
に
大
阪
町

奉
行
の
抱
え
力
士
と
な
っ
た
。 

大
木
戸
団
右
衛
門
が
い
た
と

の
話
が
あ
り
ま
す
。 

碑
が
北
区
町
九
丁
目
近
く
に
あ
り
ま

す
。 ※

「
因
み
に
」
大
木
戸
団
衛
門
と
も
吉
野
川
団
衛
門
と
も
。 

本
名
は
向
井
弾
衛
門
。
二
百
九
十
年
ほ
ど
昔
の
話
で
す
。

 

 
 

 

百
九
十
四
セ
ン
チ
、
百
五
十
七
キ
ロ
の
大
男
で
、 

 
 

 

余
り
の
怪
力
の
た
め
に
、
あ
る
く
と
足
が
地
面
に
め
り 

 
 

 

こ
み
自
由
に
歩
け
ま
せ
ん
、
又
そ
の
あ
と
が
、
く
ぼ
み

に
な
っ
て
雨
が
降
る
と
水
た
ま
り
に
な
る
の
で
、
苦
情

が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
か
。 

 

【
川 

柳
【 

 
 

 
 

 

紅
葉
や
友
と
見
と
れ
た
り
瑞
宝
寺 

 
 

 
 

 

満
月
や
笑
顔
に
見
え
る
秋
の
宵 

 
 

 
 

 

寝
起
き
見
る
山
の
紅
葉
目
に
染
み
る 

 
 

 
 

 

に
わ
木
こ
る
達
成
感
に
感
謝
す
る 

弾 

昌
子 

 

  
                                                                                                                                                                                                                                        

 

会員の皆様へ 

 

 

 
有馬 瑞宝寺公園 


